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挨拶

夢に向かってＧｏ！
岐阜県立岐阜高等学校同窓会　会長　水谷 邦照

　

平
成
29
年
度
の
岐
阜
高
等
学
校
同
窓

会
総
会
が
、
多
数
の
同
窓
生
の
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
、
皆
様
と
と
も
に
喜
び
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

岐
阜
高
校
で
は
、
文
武
両
道
の
精
神

の
も
と
、
生
徒
は
日
々
の
学
習
と
部
活

動
に
全
力
を
傾
け
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

こ
こ
数
年
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
、
各
種
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
放
課
後
に

行
わ
れ
、
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
、
第
６
回
科
学
の
甲

子
園
全
国
大
会
で
優
勝
し
、
５
月
に
ア

メ
リ
カ
の
大
会
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
本
校
は
科
学
の
甲
子
園
で
上
位

の
成
績
を
得
て
お
り
、
念
願
の
優
勝
で

も
あ
り
ま
し
た
。

  

さ
て
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
基
調
講

演
会
で
、昭
和
47
年
卒
の
本
田
勝
氏
（
元

国
土
交
通
省
）
は
、「
日
本
の
国
土
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
生
徒
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
現
在
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
同
新
幹
線
は

品
川
―
大
阪
間
を
一
時
間
余
で
つ
な
ぎ
、

そ
の
開
業
は
、
今
の
高
校
生
諸
君
が
働

き
盛
り
と
な
る
頃
で
す
。
こ
う
し
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
は
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
と
と
も
に
歩
む
世
代
と
な
る
だ

ろ
う
と
、
本
田
氏
は
講
演
を
結
ば
れ
ま

し
た
。

　

岐
阜
高
校
の
生
徒
諸
君
も
、
そ
う
い

う
中
で
大
い
に
力
を
発
揮
し
、
日
本
や

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
度
の
総
会
の
準
備
と

運
営
を
担
当
さ
れ
た
昭
和
49
年
、
昭
和

59
年
、
平
成
６
年
卒
業
の
皆
様
に
は
、

格
別
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
ご
参
会
の
皆
様
に
幸
多

か
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
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祝辞

「同窓会総会」をお祝いして
岐阜県立岐阜高等学校　校長　南谷 清司

　

平
成
29
年
度
岐
阜
高
校
同
窓
会
総
会

が
水
谷
邦
照
会
長
様
を
は
じ
め
役
員
・
運

営
委
員
の
皆
様
の
御
尽
力
に
よ
り
、
多
数

の
会
員
の
皆
様
の
御
出
席
を
得
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
本
校
の

教
育
活
動
に
対
し
、
格
別
の
御
理
解
と
御

支
援
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
、
皆
様
と
同
じ
く
岐
阜
高
校
の
卒

業
生
で
す
。大
変
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

母
校
の
充
実
発
展
の
た
め
に
精
一
杯
努
力

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
御

支
援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
て
、
御
存
知
の
よ
う
に
、
本
校
の
生

徒
は
「
百
折
不
撓
・
自
彊
不
息
」
の
校
訓

の
も
と
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
文
武
両
道
を
モ
ッ
ト
ー
に

日
々
学
習
や
部
活
動
に
と
励
ん
で
お
り
ま

す
。
文
の
象
徴
で
あ
る
今
春
の
大
学
入
試

結
果
は
同
窓
会
会
報
で
お
知
ら
せ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
通
り
で
す
が
、
武
で
あ
る
部

活
動
で
も
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
活
用

し
て
県
内
外
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
端
を
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
東
海
高
校
総
体
へ
は
、
陸
上
競

技
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
水
泳
部
、
空

手
、
体
操
が
出
場
し
ま
し
た
。
陸
上
競
技

部
の
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
の
男
子
団
体
は
県
３
位
で
の
東
海

大
会
進
出
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
は

体
操
が
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
系

部
の
全
国
大
会
で
あ
る
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
へ
は
、自
然
科
学
部
生
物
班
、

同
部
物
理
班
、
文
芸
部
、
書
道
部
、
囲

碁
将
棋
部
が
参
加
し
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、

音
楽
部
が
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を

受
賞
し
中
部
大
会
へ
出
場
、
本
日
演
奏
し

ま
す
吹
奏
楽
部
が
岐
阜
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
７
年
連
続
の
金
賞
、
県
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
金
賞
を
受
賞
し

東
海
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
鵜
飼
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
全

国
物
理
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞
、
エ
コ
ノ
ミ
ク

ス
甲
子
園
全
国
大
会
出
場
な
ど
様
々
な

成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
全
校
が
そ

の
快
挙
に
興
奮
し
感
激
し
喜
び
に
包
ま
れ

た
の
は
、
第
６
回
科
学
の
甲
子
園
全
国
大

会
で
筑
波
大
附
属
駒
場
高
や
栄
光
学
園
、

灘
高
な
ど
全
国
の
強
豪
校
を
破
り
、
岐

阜
県
代
表
と
し
て
全
国
の
頂
点
に
立
っ
た

こ
と
で
す
。
こ
の
大
会
は
科
学
技
術
振
興

機
構
主
催
で
、
47
都
道
府
県
の
代
表
校

が
理
科
、
数
学
、
情
報
の
筆
記
試
験
や

実
験
、
さ
ら
に
は
も
の
づ
く
り
競
技
に
、

８
人
の
チ
ー
ム
で
協
力
し
な
が
ら
臨
む
と

い
う
、
知
識
だ
け
で
な
く
技
術
、
創
造
性

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
ま
で
も
が

試
さ
れ
る
大
会
で
す
。
今
回
の
全
国
優
勝

は
、「
百
折
不
撓
・
自
彊
不
息
」
の
精
神

が
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
脈
々
と
受
け
継
が

れ
、
全
国
の
頂
点
を
目
指
す
努
力
を
チ
ー

ム
だ
け
で
な
く
学
校
全
体
で
積
み
重
ね
て

き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
岐
高
生
は
同
窓
生
の
皆

様
や
社
会
の
方
々
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

様
々
な
分
野
で
大
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
校
の
教
育
活
動
に
絶
大
な

る
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
総

会
の
お
世
話
を
い
た
だ
き
ま
す
遠
藤
宏

治
運
営
委
員
長
を
は
じ
め
当
番
幹
事
の

皆
様
の
御
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
会
員
の
皆
様
方
の
御
健
康
と
御

多
幸
、
そ
し
て
同
窓
会
の
益
々
の
御
発
展

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝

い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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挨拶

「あの頃」に戻って
平成 29 年度同窓会総会運営委員会　委員長　遠藤 宏治

　

本
日
は
大
勢
の
同
窓
生
の
皆
様
に
ご

参
加
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
の
同
窓
会
運
営
幹
事
年

の
昭
和
49
年
、
昭
和
59
年
、
平
成
６
年

の
卒
業
生
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
報
へ
の
広
告
協
賛
を
頂

い
た
方
々
や
、
個
人
協
賛
金
を
お
送
り

頂
い
た
皆
様
に
も
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
の
同
窓
会
会
報
で
は
新

企
画
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
岐
阜

高
校
校
舎
、
運
動
場
の
空
撮
、
本
校
で

歌
い
継
が
れ
て
き
た
歌
集
の
再
編
纂
を

い
た
し
ま
し
た
。
本
校
の
校
舎
は
７
年

前
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
卒
業
以
来

新
し
く
な
っ
た
学
び
舎
を
見
た
こ
と
が

な
い
…
と
い
う
方
々
も
多
数
あ
り
、
専

門
家
の
協
力
を
得
て
、
最
新
の
技
術
を

駆
使
し
て
ド
ロ
ー
ン
等
に
よ
る
撮
影
を

い
た
し
ま
し
た
。
早
春
の
桜
の
開
花
の

少
し
前
に
撮
影
を
行
い
ま
し
た
が
、
岐

阜
高
校
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ

り
、
良
い
も
の
が
出
来
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
写
真
、
動
画
等
は
同
窓

会
か
ら
岐
阜
高
校
に
寄
贈
し
、
ア
ー
カ

イ
ブ
と
し
て
ご
活
用
頂
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
年
前
に
纏
め
ら
れ
た
歌
集

に
つ
い
て
も
、
再
編
纂
い
た
し
ま
し
た
。

校
歌
を
は
じ
め
と
し
て
、
応
援
歌
等
さ

ま
ざ
ま
な
時
に
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
再
び

纏
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
同
窓
会
運
営
に
お
い
て
、
昭

和
49
年
卒
、
昭
和
59
年
卒
、
平
成
６
年

卒
が
運
営
幹
事
年
と
し
て
多
く
の
打
合

せ
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
40
歳
代
、

50
歳
代
、
60
歳
代
と
年
齢
の
差
は
あ
る

も
の
の
、
岐
阜
高
校
卒
業
生
と
い
う
ひ

と
つ
の
芯
の
よ
う
な
も
の
で
共
感
し
、

議
論
、
交
流
し
な
が
ら
、
今
日
こ
の
同

窓
会
総
会
と
い
う
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
は
、
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
各
幹
事
学
年
の

皆
様
に
は
、
改
め
て
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ど
の
年
齢
、
世
代
に
お
い
て
も
岐
阜

高
校
在
校
時
代
の
「
あ
の
頃
」
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。「
あ
の

頃
」
に
戻
り
懐
か
し
い
友
人
と
の
語
り

合
い
や
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
、
新
し
い

出
会
い
な
ど
本
日
が
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
運
営
委
員
か
ら

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



平成29年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会
総会・懇親会　次第

平成２９年６月１１日（日）
会場：岐阜グランドホテル

1． 総会（11:00 ～ 11:45）
開会の辞
黙祷

同窓会会長挨拶　　会　　　長　　　　　水谷　邦照 
学校長挨拶　　　　岐阜高等学校　校長　南谷　清司
議案審議
　第 1 号議案　　平成２８年度事業報告
　第 2 号議案　　平成２８年度決算報告ならびに監査報告
　第 3 号議案　　平成２９年度事業計画（案）
　第 4 号議案　　平成２９年度予算（案）
　第 5 号議案　　その他
退任役員へ感謝状贈呈

祝辞　　　　　　 名　誉　顧　問　　　　古田　肇
閉会の辞

2． 吹奏楽部の活動紹介（11:45 ～ 12:05）

3． 懇親会（12:20 ～ 14:00）
開会のことば　平成 29 年度同窓会総会運営委員会  委員長　遠藤　宏治
乾杯　　　　　在京（首都圏）岐阜高校同窓会　　  会　長　尾関　良平
祝電披露

平成 30 年度同窓会総会運営委員会  委員長紹介　　村瀬　幸雄（昭和50年卒）

校歌斉唱

閉会のことば　平成 29 年度同窓会総会運営委員会  副委員長　杉山　正裕
以上

　岐阜高校吹奏楽部には現在 1、2年生合わせて50名の部

員が所属し、日々勉学との両立に努めながら、意欲的に活

動しています。夏の吹奏楽コンクール県大会では 7年連続

で金賞を受賞し、1,000人を超える大会参加者の中で最高

の演奏者 1名に贈られる「きらめき賞」も、ここ数年のう

ち 2度受賞しました。冬のアンサンブルコンテストでは、

6年連続で東海大会に出場しています。また、今年 3月、

不二羽島文化センターで開催した第12回定期演奏会では、

過去最高の約1,200人の観客に楽しんでいただきました。

定期演奏会では義援金募金活動も行っています。

　（部長　松岡真結子）

7

懇親会次第
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総会資料

議　　　　　事

第１回役員会			   　  ５月 ２ 日　岐阜高校

同窓会総会			   　　　　  ６月 12 日　岐阜グランドホテル

第２回役員会			   　  ９月 15 日　岐阜高校

第３回役員会			   　  ２月  7  日　岐阜高校

≪　参考　≫

平成28年度  在京（首都圏）同窓会総会 　平成28年７月３日　東京ドームホテル

第１号議案　平成28年度事業報告

第１回役員会			   　  ４月 25 日　岐阜高校

同窓会総会			   　　　　  ６月 11 日　岐阜グランドホテル

第２回役員会			   　  ９月 12 日　岐阜高校

第３回役員会			   　  ２月  ６  日　岐阜高校

≪　参考　≫

平成29年度  在京（首都圏）同窓会総会 　平成29年６月25日　東京ドームホテル

第３号議案　平成29年度事業計画（案）
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総会資料
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総会資料
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総会資料

岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員

名誉顧問

顧　　問

名誉会長

会　　長

副 会 長

会　　計

監　　査

古田　　肇

杉山　幹夫　　　　 野々垣　孝　　　　  森川　幸江

南谷　清司

水谷　邦照

木方伸一郎　　　　 木村　容子　　　　  後藤　寿彦　　　 

杉山　正裕　　　　 遠藤　宏治  　　　   村瀬　幸雄　　　

松波　英寿 　　　　神谷眞弓子　　　　  杉山　文康

杉山　正裕　　　　 杉山　文康

佐伯　淑子　　　　 伊在井みどり

（昭和41年卒）

（昭和20年卒）

（昭和49年卒）

（昭和41年卒）

（昭和46年卒）

（昭和49年卒）

（昭和50年卒）

（昭和49年卒）

（昭和55年卒）

（昭和31年卒）

（昭和46年卒）

（昭和49年卒）

（昭和51年卒）

（昭和54年卒）

　   （昭和54年卒）

（昭和40年卒）

（昭和47年卒）

（昭和50年卒）

（昭和54年卒）
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総会資料

平成29年度　岐阜県岐阜高等学校同窓会総会　予算書

科  目  名

本会預かり金

本会受入金収入

会費収入

広告料・協賛金収入

祝　　電

受取利息

会費販売収入

合　　計

科  目  名

　　　
　　　懇親会費

　　　　　　謝 礼 金

印  刷  費

通  信  費

会  議  費

事  務  費

振込手数料

雑　　費

反省会費

本会預かり金返金

会費返金

予  備  費

余  剰  金

合　　計

備　考

特別会計より運営資金として預り

一般会計より総会費として

9,000円× 600名

平成28年度備考

ホテル飲食　会場設営費　

アトラクション

会報、案内状、封筒、払込票ほか

総会案内状、広告依頼書発送費等

各種打ち合わせ会議等

コピー代、事務費等

コンビニ収納手数料　振込手数料　　　　　　

　　

新聞広告料　　ホームページ更新料

反省会　次期引継費用

特別会計へ運営費預かり金の返還

平成29年度（予算）

1,200,000

300,000

5,400,000

5,500,000

0

0

0

12,400,000

平成 28 年度（予算）

5,600,000

100,000

3,000,000

300,000

100,000

100,000

150,000

50,000

300,000

1,200,000

0

1,500,000

0

12,400,000

１．	 収入の部

２．	 支出の部 （単位 : 円）

（単位 : 円）

総  会  費
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総会資料

岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約
第 1 条
第 2 条
第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条
第 7 条

第 8 条
第 9 条
第 １０ 条
第 １１ 条
第 １2 条

（名称）本会は岐阜県立岐阜高等学校同窓会と称する。
（目的）本会は会員相互の親睦を図り併せて母校の発展に寄与することを以て目的とする。
（組織）本会は次の会員を以て組織する。
○正会員
　岐阜県岐阜中学校卒業生
　岐阜県岐阜高等女学校卒業生
　岐阜県岐阜第一中学校卒業生
　岐阜県岐阜第一高等学校卒業生
　岐阜県岐阜女子高等学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校併設中学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校卒業生
　その他役員会の議を経て、会長の承認した者
○特別会員
　現職員・旧職員
（役員）本会は次の役員をおく。
名誉顧問・顧問　　若干名　　　　理事会に於て推挙する。
名誉会長　　　　　１名　　　　　母校校長
会長　　　　　　　１名　　　　　総会に於て選出する。
副会長　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。
監査　　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。
（役員の任務）役員の任務は次の通りとする。
会長は会務を総括し、総会・役員会を招集し、その議長となる。
副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは代行する。
会長・副会長は、会務の企画並びに会計に関することを行う。
監査は会計を監査する。
顧問は会長の諮問にこたえる。
（役員の任期）役員の任期は２年とする。但し再選を妨げない。
（総会）本会の目的を達成するため、毎年１回定期総会を開く。但し必要のある場合は臨
時総会を開く。
（入会金）正会員は入会金を納入する。
（経費）本会の経費は入会金、寄付金等を以て充てる。
（会計）会計年度は毎年４月１日より始まり翌年３月３１日で終わる。
（支部）本会には支部を設けることができる。
（同窓会事務局所在地場所）岐阜市大縄場3の1、岐阜県立岐阜高等学校内に置く。

 （平成25年6月9日　一部改定） 
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特集

特
集

100
年
、

110
年
、

120
年

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
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桜咲く新校舎
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桜咲く新校舎



卒業式。

その日に贈られた、温かく、厳しく、心に染みる担任の先生方の言葉です。

３年前、旧校舎を背景に張り出された名前に喜び、

合格発表、入学式から、岐高生としていろんなことを学び、

いよいよ巣立つ日。

改めて、ありがとうございました。心をこめて。

２０１７年
（平成29年）
６月１１日

発　行　所
岐阜県立岐阜高等学校同窓会

責任者　丹羽　章
編　集　　　　　
昭和 49 年卒
昭和 59 年卒
平成  6  年卒
同窓会会報担当

昭和49年3月1日、岐阜日日新聞（現在の岐阜新聞）夕刊社会面に掲載

（１）2017年6月11日 号　外懐 か し の 岐 高 新 聞（２）2017年6月11日 号　外懐 か し の 岐 高 新 聞

岐高新聞局
Ｓ49．3．1
岐高新聞局
Ｓ49．3．1

岐高新聞局 Ｓ59．3．1岐高新聞局 Ｓ59．3．1

三
の一

　
浅
井
克
彦
先
生

　
卒
業
し
て
い
く
君

達
が
恵
ま
れ
た
素
質

を
高
校
生
活
の
場
で

フ
ル
に
発
揮
で
き
た

か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
問

題
を
残
し
た
よ
う
で

す
。
と
同
時
に
君
達

と
と
も
に
三
年
間
を

過
ご
し
た
私
も
反
省

す
べ
き
多
く
の
こ
と

を
抱
え
こ
ん
で
い
ま

す
。
で
も
こ
の
期
間

を
通
じ
て
私
は
私
な

り
に
重
要
な
こ
と
と

思
わ
れ
る
こ
と
を
い

く
つ
か
は
掴
ん
だ
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

（
ⅰ
）
挫
折
す
る
こ
と

を
恐
れ
て
は
い
け
な
い

「
ラ
ス
コ
リ
ニコ
フ
」
的

人
生
が
全
て
だ
と
言

う
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
彼
の
生
き

方
の
中
で
挫
折
が
ど

れ
程
の
意
義
を
も
つ

か
知
る
べ
き
で
す
。

（
ⅱ
）
私
達
に
と
っ
て

解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い「
大
問
題
」は
、

案
外
目
の
前
に
あ
る

も
の
で
す
。
た
だ
そ

れ
を
知
る
た
め
に
ど

れ
だ
け
の
労
力
が
費

や
さ
れ
よ
う
と
、
ま

た
ど
れ
だ
け
の
遠
出

が
要
求
さ
れ
よ
う

と
、
こ
れ
を
忌
避
し

て
は
な
ら
な
い
。
御

健
闘
、御
健
康
を
祈
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

三
の
二

　
大
矢
邦
彦
先
生

　
”親
し
き
仲
に
も

礼
儀
あ
り“
昔
か
ら

言
わ
れ
て
お
る
言
葉

で
す
。「
夫
と
妻
の

間
に
お
い
て
も
然

り
」。
結
婚
生
活
の

中
で
、
相
手
を
あ
ま

り
身
近
か
に
置
く
と

不
満
も
つ
の
る
。一歩

間
を
お
い
て
暮
ら
し

た
ま
え
。
ず
い
ぶ
ん

先
の
話
か
も
し
れ
ん

が
、
ひ
ょっ
と
し
て
喧

嘩
で
も
し
た
（
き
っ

と
す
る
ぞ
! !
）
ら
思

い
だ
し
て
も
み
よ
! !

三
の
三

　
河
村
　
守
先
生

　
い
か
に
も
腹
の
立
つ

こ
と
の
多
い
住
み
に

く
い
昨
今
で
す
が
、

思
想
は
高
く
生
活
は

単
純
に
友
情
を
大
切

に
し
て
謙
虚
な
気
持

ち
で
心
豊
か
に
生
き

た
い
と
願
って
居
り
ま

す
。

　
若
い
諸
君
の
巣
立

ち
に
大
い
な
る
期
待

を
か
け
て
居
り
ま

す
。
御
健
闘
を
祈
り

ま
す
。

三
の
四

　
後
藤
恭
一
先
生

　
人
生
は
長
い
、
一

歩
一
歩
着
実
に
。

三
の
五

　
菅
原
義
泰
先
生

　
済
ん
だ
こ
と
は
く

よ
く
よ
せ
ぬ
こ
と
。
ベ

ス
ト
を
つ
く
す
の
は

結
構
だ
が
、
四
六
時

中
り
き
ん
で
い
て
は

息
が
つ
ま
る
し
、
万

事
に
完
全
を
期
す
る

の
は
ど
だ
い
無
理
な

話
。
や
る
だ
け
やっ
た

ら
あ
と
は
野
と
な
れ

山
と
な
れ
。
滅
多
な

こ
と
で
腹
を
た
て
ぬ

こ
と
。
く
だ
ら
ん
こ

と
に
ム
カッ
腹
を
立
て

る
親
父
に
、
六
才
の

娘
、「
お
こ
っ
ち
ゃ
あ

い
け
ね
え
、
お
こ
っ

ち
ゃ
あ
い
け
な
い
よ
」。

ロ
ク
な
こ
と
に
な
ら
ぬ

見
本
。

三
の
六

　
杉
原
了
昌
先
生

　
昔
か
ら
、
旅
は
門

出
の
時
が
最
も
す
ば

ら
し
い
と
い
う
。
異

郷
や
古
典
への
あ
こ
が

れ
、
同
時
に
、
う
し

ろ
め
た
い
過
去
や
、

や
る
せ
な
い
現
在
の

苦
悩
。
そ
ん
な
も
の

が
人
を
旅
に
駆
り
た

て
る
。
君
た
ち
も
、

”

“

「
期
待
」
と
い
う
荷

と
「
悔
恨
」
と
い
う

荷
を
振
り
分
け
に
し

て
出
か
け
る
か
も
知

れ
な
い
。
前
の
荷
は

よ
り
大
き
く
実
ら

せ
、
後
ろ
の
荷
は
旅

先
の
ど
こ
か
で
捨
て

た
い
と…

。
旅
が
終

始
楽
し
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を…

。“

旅
の

ち
り
払
い
も
あ
え
ぬ

我
な
れ
ど
　
ま
た
新

た
な
る
旅
に
立
つ
か

な”

（
河
上
肇
）

三
の
七

　
高
橋
伸
郎
先
生

　
卒
業
お
め
で
と

う
。
今
ま
た
君
た
ち

は
一
つ
の
区
切
り
を

通
り
過
ぎ
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
あ
ち
ら
に

ぶ
つ
か
り
こ
ち
ら
に
ぶ

つ
か
り
、
ご
つ
ご
つ
し

た
人
生
を
進
ん
で
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。
し

か
し
、「
こ
ぶ
」
の
出

来
た
所
ほ
ど
丈
夫
に

な
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
欲
し
い
。
僕
の
心

に
残
って
い
る
こ
と
ば

を
一
つ
。

　「
愛
語
よ
く
回
天

の
力
あ
る
こ
と
を
学

す
べ
き
也
」

三
の
八

　
松
田
秀
夫
先
生

　
自
分
が
『
岐
阜
高

校
卒
』
だ
と
い
う
こ

と
は
忘
れ
よ
、
誰
か

が
き
っ
と
そ
れ
を
思
い

だ
さ
せ
て
く
れ
る
。

三
の
九

　
吉
田
隆
司
先
生

　
人
間
は
「
真
我
」

と
「
偽
我
」
と
の
混

然
た
る
矛
盾
的
統
一

体
で
す
。
前
者
は「
仏

心
」
で
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
尽
く
そ

う
と
す
る
心
で
、

「
愛
」で
あ
り「
実
在
」

で
あ
り
「
光
」
で
あ

り
ま
す
。
後
者
は「
肉

体
心
」
で
、
自
分
一

身
の
利
益
や
快
楽
の

み
を
求
め
る
心
で
、

いつ
か
は
「
虚
偽
」
で

あ
り
「
暗
」
で
あ
る

こ
と
が
暴
露
さ
れ
ま

す
。
い
つ
か
校
長
先

生
が
「
人
間
は
太
陽

の
子
だ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
意

味
は
、
常
に
人
生
の

光
明
面
を
見
て
暗
黒

面
を
見
な
い
よ
う
に

心
掛
け
、
大
ら
か
に

明
る
く
強
く
美
し
く

生
き
よ
と
の
お
教
え

で
す
。「
百
折
不
撓
」

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

「
国
家
の
た
め
に
明
け

暮
れ
学
ん
だ
」
本
領

を
存
分
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
祈
って
お
り
ま

す
。

三
の
十

　
渡
部
正
宏
先
生

　
卒
業
お
め
で
と
う
。

こ
れ
よ
り
大
学
に
進

学
し
よ
う
と
す
る
諸

君
の
姿
を
窺
って
い
る

と
、
十
年
前
の
私
自

身
を
思
い
出
し
ま
す
。

入
学
早
々
全
く
頭
髪

の
な
い
、
ま
る
で
平
家

蟹
の
よ
う
な
顔
を
し

た
教
官
に
引
率
さ
れ

て
薄
暗
い
教
室
に
入

り
、
そ
こ
で
自
己
紹

介
を
し
た
後
、
も
う

翌
日
か
ら
峻
烈
な
漢

文
講
読
の
演
習
を
受

講
し
た
時
な
ど
ず
い

ぶ
ん
恐
怖
し
た
も
の
で

す
。
し
か
し
数
日
後

の
歓
迎
会
で
、
破
顔

し
て
踊
る
彼
の
「
雀
の

学
校
」
の
遊
戯
を
み

て一
安
心
。
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。
ど
う

か
見
事
大
学
入
試
に

合
格
し
て
、
創
造
す

る
学
問
の
楽
し
さ
を

味
わって
下
さ
い
。

＝
三
年
担
任
＝

は
な
む
け
の
こ
と
ば

は
な
む
け
の
こ
と
ば
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卒業式。

その日に贈られた、温かく、厳しく、心に染みる担任の先生方の言葉です。

３年前、旧校舎を背景に張り出された名前に喜び、

合格発表、入学式から、岐高生としていろんなことを学び、

いよいよ巣立つ日。

改めて、ありがとうございました。心をこめて。

２０１７年
（平成29年）
６月１１日

発　行　所
岐阜県立岐阜高等学校同窓会

責任者　丹羽　章
編　集　　　　　
昭和 49 年卒
昭和 59 年卒
平成  6  年卒
同窓会会報担当

昭和49年3月1日、岐阜日日新聞（現在の岐阜新聞）夕刊社会面に掲載

（１）2017年6月11日 号　外懐 か し の 岐 高 新 聞（２）2017年6月11日 号　外懐 か し の 岐 高 新 聞

岐高新聞局
Ｓ49．3．1
岐高新聞局
Ｓ49．3．1

岐高新聞局 Ｓ59．3．1岐高新聞局 Ｓ59．3．1

三
の一

　
浅
井
克
彦
先
生

　
卒
業
し
て
い
く
君

達
が
恵
ま
れ
た
素
質

を
高
校
生
活
の
場
で

フ
ル
に
発
揮
で
き
た

か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
問

題
を
残
し
た
よ
う
で

す
。
と
同
時
に
君
達

と
と
も
に
三
年
間
を

過
ご
し
た
私
も
反
省

す
べ
き
多
く
の
こ
と

を
抱
え
こ
ん
で
い
ま

す
。
で
も
こ
の
期
間

を
通
じ
て
私
は
私
な

り
に
重
要
な
こ
と
と

思
わ
れ
る
こ
と
を
い

く
つ
か
は
掴
ん
だ
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

（
ⅰ
）
挫
折
す
る
こ
と

を
恐
れ
て
は
い
け
な
い

「
ラ
ス
コ
リ
ニコ
フ
」
的

人
生
が
全
て
だ
と
言

う
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
彼
の
生
き

方
の
中
で
挫
折
が
ど

れ
程
の
意
義
を
も
つ

か
知
る
べ
き
で
す
。

（
ⅱ
）
私
達
に
と
っ
て

解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い「
大
問
題
」は
、

案
外
目
の
前
に
あ
る

も
の
で
す
。
た
だ
そ

れ
を
知
る
た
め
に
ど

れ
だ
け
の
労
力
が
費

や
さ
れ
よ
う
と
、
ま

た
ど
れ
だ
け
の
遠
出

が
要
求
さ
れ
よ
う

と
、
こ
れ
を
忌
避
し

て
は
な
ら
な
い
。
御

健
闘
、御
健
康
を
祈
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

三
の
二

　
大
矢
邦
彦
先
生

　
”親
し
き
仲
に
も

礼
儀
あ
り“
昔
か
ら

言
わ
れ
て
お
る
言
葉

で
す
。「
夫
と
妻
の

間
に
お
い
て
も
然

り
」。
結
婚
生
活
の

中
で
、
相
手
を
あ
ま

り
身
近
か
に
置
く
と

不
満
も
つ
の
る
。一歩

間
を
お
い
て
暮
ら
し

た
ま
え
。
ず
い
ぶ
ん

先
の
話
か
も
し
れ
ん

が
、
ひ
ょっ
と
し
て
喧

嘩
で
も
し
た
（
き
っ

と
す
る
ぞ
! !
）
ら
思

い
だ
し
て
も
み
よ
! !

三
の
三

　
河
村
　
守
先
生

　
い
か
に
も
腹
の
立
つ

こ
と
の
多
い
住
み
に

く
い
昨
今
で
す
が
、

思
想
は
高
く
生
活
は

単
純
に
友
情
を
大
切

に
し
て
謙
虚
な
気
持

ち
で
心
豊
か
に
生
き

た
い
と
願
って
居
り
ま

す
。

　
若
い
諸
君
の
巣
立

ち
に
大
い
な
る
期
待

を
か
け
て
居
り
ま

す
。
御
健
闘
を
祈
り

ま
す
。

三
の
四

　
後
藤
恭
一
先
生

　
人
生
は
長
い
、
一

歩
一
歩
着
実
に
。

三
の
五

　
菅
原
義
泰
先
生

　
済
ん
だ
こ
と
は
く

よ
く
よ
せ
ぬ
こ
と
。
ベ

ス
ト
を
つ
く
す
の
は

結
構
だ
が
、
四
六
時

中
り
き
ん
で
い
て
は

息
が
つ
ま
る
し
、
万

事
に
完
全
を
期
す
る

の
は
ど
だ
い
無
理
な

話
。
や
る
だ
け
やっ
た

ら
あ
と
は
野
と
な
れ

山
と
な
れ
。
滅
多
な

こ
と
で
腹
を
た
て
ぬ

こ
と
。
く
だ
ら
ん
こ

と
に
ム
カッ
腹
を
立
て

る
親
父
に
、
六
才
の

娘
、「
お
こ
っ
ち
ゃ
あ

い
け
ね
え
、
お
こ
っ

ち
ゃ
あ
い
け
な
い
よ
」。

ロ
ク
な
こ
と
に
な
ら
ぬ

見
本
。

三
の
六

　
杉
原
了
昌
先
生

　
昔
か
ら
、
旅
は
門

出
の
時
が
最
も
す
ば

ら
し
い
と
い
う
。
異

郷
や
古
典
への
あ
こ
が

れ
、
同
時
に
、
う
し

ろ
め
た
い
過
去
や
、

や
る
せ
な
い
現
在
の

苦
悩
。
そ
ん
な
も
の

が
人
を
旅
に
駆
り
た

て
る
。
君
た
ち
も
、

”

“

「
期
待
」
と
い
う
荷

と
「
悔
恨
」
と
い
う

荷
を
振
り
分
け
に
し

て
出
か
け
る
か
も
知

れ
な
い
。
前
の
荷
は

よ
り
大
き
く
実
ら

せ
、
後
ろ
の
荷
は
旅

先
の
ど
こ
か
で
捨
て

た
い
と…

。
旅
が
終

始
楽
し
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を…

。“

旅
の

ち
り
払
い
も
あ
え
ぬ

我
な
れ
ど
　
ま
た
新

た
な
る
旅
に
立
つ
か

な”

（
河
上
肇
）

三
の
七

　
高
橋
伸
郎
先
生

　
卒
業
お
め
で
と

う
。
今
ま
た
君
た
ち

は
一
つ
の
区
切
り
を

通
り
過
ぎ
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
あ
ち
ら
に

ぶ
つ
か
り
こ
ち
ら
に
ぶ

つ
か
り
、
ご
つ
ご
つ
し

た
人
生
を
進
ん
で
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。
し

か
し
、「
こ
ぶ
」
の
出

来
た
所
ほ
ど
丈
夫
に

な
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
欲
し
い
。
僕
の
心

に
残
って
い
る
こ
と
ば

を
一
つ
。

　「
愛
語
よ
く
回
天

の
力
あ
る
こ
と
を
学

す
べ
き
也
」

三
の
八

　
松
田
秀
夫
先
生

　
自
分
が
『
岐
阜
高

校
卒
』
だ
と
い
う
こ

と
は
忘
れ
よ
、
誰
か

が
き
っ
と
そ
れ
を
思
い

だ
さ
せ
て
く
れ
る
。

三
の
九

　
吉
田
隆
司
先
生

　
人
間
は
「
真
我
」

と
「
偽
我
」
と
の
混

然
た
る
矛
盾
的
統
一

体
で
す
。
前
者
は「
仏

心
」
で
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
尽
く
そ

う
と
す
る
心
で
、

「
愛
」で
あ
り「
実
在
」

で
あ
り
「
光
」
で
あ

り
ま
す
。
後
者
は「
肉

体
心
」
で
、
自
分
一

身
の
利
益
や
快
楽
の

み
を
求
め
る
心
で
、

いつ
か
は
「
虚
偽
」
で

あ
り
「
暗
」
で
あ
る

こ
と
が
暴
露
さ
れ
ま

す
。
い
つ
か
校
長
先

生
が
「
人
間
は
太
陽

の
子
だ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
意

味
は
、
常
に
人
生
の

光
明
面
を
見
て
暗
黒

面
を
見
な
い
よ
う
に

心
掛
け
、
大
ら
か
に

明
る
く
強
く
美
し
く

生
き
よ
と
の
お
教
え

で
す
。「
百
折
不
撓
」

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

「
国
家
の
た
め
に
明
け

暮
れ
学
ん
だ
」
本
領

を
存
分
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
祈
って
お
り
ま

す
。

三
の
十

　
渡
部
正
宏
先
生

　
卒
業
お
め
で
と
う
。

こ
れ
よ
り
大
学
に
進

学
し
よ
う
と
す
る
諸

君
の
姿
を
窺
って
い
る

と
、
十
年
前
の
私
自

身
を
思
い
出
し
ま
す
。

入
学
早
々
全
く
頭
髪

の
な
い
、
ま
る
で
平
家

蟹
の
よ
う
な
顔
を
し

た
教
官
に
引
率
さ
れ

て
薄
暗
い
教
室
に
入

り
、
そ
こ
で
自
己
紹

介
を
し
た
後
、
も
う

翌
日
か
ら
峻
烈
な
漢

文
講
読
の
演
習
を
受

講
し
た
時
な
ど
ず
い

ぶ
ん
恐
怖
し
た
も
の
で

す
。
し
か
し
数
日
後

の
歓
迎
会
で
、
破
顔

し
て
踊
る
彼
の
「
雀
の

学
校
」
の
遊
戯
を
み

て一
安
心
。
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。
ど
う

か
見
事
大
学
入
試
に

合
格
し
て
、
創
造
す

る
学
問
の
楽
し
さ
を

味
わって
下
さ
い
。

＝
三
年
担
任
＝

は
な
む
け
の
こ
と
ば

は
な
む
け
の
こ
と
ば
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（３）2017年6月11日 号　外懐 か し の 岐 高 新 聞

岐高新聞局 Ｈ6．3．1岐高新聞局 Ｈ6．3．1
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